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菩
薩
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久
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田

力

周
知

の
通
り
、
『勝
鬘
経
』
(以
下
、
経
と
云
う
)
に
見
ら
れ
る

「意
生

身
」
は
、
経
文
自
身
が
そ
う
語

っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
阿

羅
漢

・
独
覚

(辟
支
仏
)
・
大
力

の
菩
薩
と
い
う
三
乗
の
者
が
獲
得
す
る

不
思
議
変
易
死

の
身
体
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
や
日
本

の
伝
統
的

な
諸
註
釈
に
限
ら
ず
、
『宝
性
論
』
を
代
表
と
す
る
イ
ン
ド

　ユ
　

や
チ
ベ
ッ
ト
の
諸
論
書
に
お
い
て
も
広
く
認
め
ら
れ
て
き
た
。
現
代
の

学
者
に
よ

っ
て
も
こ
の
所
説
自
体
に
は
疑
を
挟
む
こ
と
な
く
そ
の
よ
う

に
認
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
果
し
て
、
経
の
い
う
三
種
意
生
身
は

単
に
三
乗

の

(聖
)
者
を
指
す

(だ
け
)
と
い
う
こ
と
が
、
経
文
自
体

に
即
し
て
も
、
ま
た
経
文
全
体

の
趣
旨
か
ら
し
て
も
、
確
実

に
揺
る
ぎ

な
き
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
経
文

の
文
献
学
的
考
察
を
通
し
て
、

改
め
て
こ
の
所
説

の
自
明
性
を
再
検
討
し
、
そ
の
作
業
に
よ
っ
て
同
時

に
問
題
と
な
る

「大
力
菩
薩
」

の
性
格
や
意
義
に
関
す
る
新
た
な
局
面

に

つ
い
て
試
考
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
経
中
最
初

に
意
生
身
が
登
場
す
る
、
分
段
死
に
対
す
る
不
思

議
変
易
死

を
説
明
す
る

一
乗
章
中

の
記
述
を
検
討
し
て
み
な
く
て
は
な

ら

な

い
。

こ

の
部

分

の
サ

ン

ス
ク

リ

ッ

ト
原

文

は
知

ら

れ

て

い
な

い

の

で
、

チ

ベ
ッ

ト

訳

を

挙

げ

る
。

(月
輪
本
、

)

こ

の
チ

ベ
ッ

ト
文

の

、§

謹

と

α
9

の
使

い
方

に
注

意

し

て
読

む

と

、

(た
ち
)
は
三
者
に
付

い
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、

(力
を
具

え

た
菩
薩
大
士
)
の

の
直
前
に
は

と

い
う

語

が

な

く

、

(意
生
身
)

の
後

に
置

か

れ

て

い
る

。
従

っ

て
、

こ
の

は
、

並

列

の

「
と
」

と

い
う

よ

り

も

、

「
で

〔
あ

っ
て
〕
」

「且

つ
」

と

い
う
意
味
に
近
い
用
法
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

こ
の
文
章
は
次

の
よ
う
に
訳
し
う
る
余
地
を
残

す
。

「世
尊

よ
、
不
思
議

変
易
死

は
、
阿
羅
漢

た
ち
と
独
覚

た
ち
と

〔自
在
〕
力
を

具

え
た
菩
薩
大
士

で
あ
る
意

〔生
〕
身

た
ち
で
あ
り
、
〔そ
れ

は
〕
菩
提

の
座

に
至

る
ま

で

〔
の
も
の
〕

で
す
。
」
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つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
読
め
ば
、
意
生
身
は
大
力
菩
薩
だ
け
の
も
の

で
あ
っ
て
、
阿
羅
漢
及
び
独
覚

の
身
体
で
は
な

い
こ
と
に
な
ろ
う
。

漢
訳
で
は
、

「不
思
議
攣
易
死
者
。
謂
阿
羅
漢
辟
支
佛
大
力
菩
薩
意
生
身
乃
至
究
寛
無
上
菩

提
。」
(求
那
蹟
陀
羅
訳
㍑
以
下
、
求
と
略
。
大
正
12
、
二
一
九
頁
c
)

「攣
易
死
者
。
謂
阿
羅
漢
及
辟
支
佛
自
在
菩
薩
。
随
意
生
身
乃
至
菩
提
。」
(菩

提
流
支
訳
H
以
下
、
流
と
略
。
大
正
H
、
六
七
五
頁
b
)

と
あ
め
、

い
ず
れ
も
明
確
さ
を
欠
く
が
、

〈求
〉
訳
は
チ
ベ
ッ
ト
訳

と
等
し
く
、
右
拙
訳

の
よ
う
に
も
読
め
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
意
生
身
が
説
か
れ
る
場
面
が
、
三
種
意
生
身
=
阿
羅
漢
・独
覚
・

大
力
菩
薩

の
三
位

(
11
三
乗
)
と
い
う
古
来
よ
り
の
説

の
確
定
的
な
根

拠
と
な
る
部
分

で
あ
る
。

こ
の
部
分
は

『宝
性
論
』
に
も
引
用
さ
れ

、

原

文

を

確

認

で

き

る

。

(
そ

の
他

、

『大
乗

荘
厳
経
論
』

『
成
唯
識
論

』
『
中
観
明
』

な
ど
に
も
引
用

さ
れ

る
。
)

「世
尊
。
又
如

三
取
縁
有

漏
業
因
而

生
二
三
有

「。
如
レ
是
無

明
住
地
縁
無

漏
業
因
。

生
二
阿
羅
漢

辟
支
佛
大

力
菩
薩

三
種
意

生
身

一。
此
三
地
彼

三
種
意
生
身
生
。
及

無
漏
業
生
。
依

二無

明
住
地

一。
」

(求
、

二
二
〇
頁

a
)

「世
尊
。
如
取
為
縁
有
漏
業
因
而
生

三
有
。
如

是
無

明
住
地
為
縁
無
漏
業
因
能

生
阿
羅
渓

及
辟
支
佛
。
一大

力
菩
薩
随
意
生
身

。
此
之

三
地
随
意
生
身

及
無

漏

業
。
皆

以
無

明
住
地
為
所
依
威
。
」

(流
、
六
七
五
頁

c
)

(月
輪
本
、

)

確
か
に
、

こ
の
部
分
で
は
、
阿
羅
漢
等
の
三
位

(三
乗
)
を
三
意
生

身
と
解
す
る
読
み
方
が
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳

(『宝
性
論
』
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
含
め
て
)
も
、
こ
こ
で
は
そ
の
読

み
方
を

支
持
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
確
定

的
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
仮
に
、
註
釈
類
に
よ
っ
て
通
常

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
大
力
菩

　　
　

薩
を
八
地
以
上
の
菩
薩
と
み
な
す
と
し
、
彼
ら
を
阿
羅
漢
と
独
覚

の
二

乗
と
並
列
に
記
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ぼ
、
第

七
地
以
下
の
菩
薩

の

位
置
付
け
が
経
文
上
は
空
白
状
態
と
な
り
、
し

か
も
、
七
地
以
下

の
菩

薩
た
ち
は
阿
羅
漢
と
独
覚
よ
り
も
劣
位
と
な
る
解
釈
が
自
然
に
導
き
出

さ

れ

て

し

ま

う

こ
と

に
な

ろ

う

。
し

か

し

、

と
わ
ざ
わ
ざ

限
定
的
な
形
容
詞
が

「菩
薩
」
と
い
う
語

に
付

せ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
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"自
在
力
の
獲
得
に
至

っ
て
い
な
い
"
菩
薩
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
想

定
す
る
二
分
法
的
理
解
も
ま
た
、
読
み
手
に
と
っ
て
は
当
然
生
じ
る
発

想
で
あ
ろ
う
。
勝
鬘
夫
人
が
女
性

で
あ
る
か
ら
、
七
地
以
下
の
菩
薩
を

見
放
し
た
と
い
う
こ
と
も
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
逆
に
、
女
性
で

あ
ろ
う
と
、
二
乗
方
便

・
一
乗
真
実
を
説
く
と
こ
ろ
に

『勝
鬘
経
』
の

独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
だ
。
従

っ
て
、
"大
力
な
ら
ざ
る
菩
薩
"
の

処
遇
問
題

が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
経
の
真

の
意
図
は
実
現
さ
れ
な
い
ま

ま
に
放
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
問
題
意
識
が
発
生
す
る
の
は

必
然
で
あ

り
、
事
実
、
そ
の
問
題
を
巡
っ
て
多
く
の
複
雑
な
解
釈
が
生

ず
る
結
果

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
も
う

一
度
経
本
文
に
立
ち
か
え
っ
て

内
発
的
な
視
野
か
ら
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
何
故
な
ら
、
"大

力
な
ら
ざ

る
菩
薩
4
の
処
遇
問
題
を
考
え
る
よ
り
以
前
に
、
先
に
試
訳

し
た
よ
う

に
、
経
最
初

の
意
生
身
が
大
力
菩
薩
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
な
ら
ぼ
、
こ
こ
で
の
三
乗
の
三
意
生
身

の
記
述
は
既
に
矛

盾
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
ど
が
ま
ず
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
右
梵
文

(『宝
性
論
』
引
用
文
)
に
基
づ
い
た
、
高
崎
直
道
博

士
の
訳
を
先
に
示
し
て
お
く
。

「世
尊
よ
、
た
と
え
ば

〔四
種
の
〕
取
を
縁
と
し
有
漏
業
を
因
と
し
て
三
種
の

有

(輪
廻
生
存
)
が
成
立
し
ま
す
。
正
に
そ
れ
と
同
様
に
、
世
尊
よ
、
無
明

住
地
を
縁
と
し
、
無
漏
業
を
因
と
し
て
、
阿
羅
漢
、
独
覚
、
お
よ
び
自
在
力

を
得
た
菩
薩
た
ち
の
、
三
種
の
意
成
身
が
生
じ
ま
す
。
世
尊
よ
、
こ
れ
ら
の

三
種
の
地
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
種
の
意
成
身
を
生
む
た
め
に
、
そ
し
て
、
無

漏
業
の
現
成
に
と
っ
て
、
縁
た
る
も
の
は
無
明
住
地
で
あ
り
ま
す
。
」

(高
崎
、
『宝
性
論
』
講
談
社
、

一
九
八
九
年
、
唱
ひ
○。
～
$
)

こ
の
中
、
前
半
部

の

「無
明
住
地
を
縁
と
し
、
無
漏
業
を
因
と
し
て
、

阿
羅
渓
、
独
覚
、
お
よ
び
自
在
力
を
得
た
菩
薩

た
ち
の
、
三
種

の
意
成

身
が
生
じ
ま
す
。
」
と

い
う
文

に
お
い
て
は
、
確

か
に
、
三
種
意
生
身

は
三
乗
に
配
当
さ
れ
て
い
る
と
い
う
読
み
方
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
、
大
力
菩
薩
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
も
推
測
で
き
る
前
経

文
と
は
既
に
矛
盾
が
生
じ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
梵
文
を

注
意
し
て
読
む
と
、
そ
こ
に
は
次

の
二
通
り
の
読

み
方
が
で
き
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
ず
第

一
は
、
多
く
の
註
釈
類
の
取
っ
た
立
場
で

も
あ
る
、
阿
羅
漢
等

の
三
乗

の

(聖
)
者
に
そ

れ
ぞ
れ

一
つ

(
一
種
)

の
意
生
身
を
配
当
す
る
理
解
。
そ
し
て
、
第
二
と
し
て
特
に
注
目
し
た

い

の

は

、

の
直
前

に

と

い

っ
た

語
が
隠
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
三
乗
位
に

"
そ
れ
ぞ
れ
"
三
種

の
意
生

身
が
生
ず
る
と
解
す
る
読
み
方
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
合
計
九
種
の

意
生
身
が
含
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
第

一
の
理
解
は

『宝
性
論
』

な
ど
の
取

っ
た
基
本
的
立
場
で
あ
る
。

一
方
、
第

二
の
理
解
は
、
恐
ら

く
、
九
種
意
生
身
を
菩
薩

の
九
地
に
再
解
釈
し

た
と
思
わ
れ
る
真
諦

(『摂
大
乗
論
釈
』
ー
有
有
生
死
を
菩
薩
の
第
七

・
八

・
九
地
と
す
る
説
-
、
そ

し
て

『仏
性
論
』
な
ど
)
ら
の
喩
伽
行
派

の

一
部

の
取
っ
た
で
あ
ろ
う
立

　ヨ
　

場

で

あ

る

。

次

に

、

後

半

の
経

文

で

は

、

「
こ
れ

ら

の
三

種

の
地

に

お

い

て
、

こ
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れ
ら
三
種

の
意
成
身
を
生
む
た
め
に
、
そ
し
て
、
無
漏
業
の
現
成
に

と
っ
て
、
縁
た
る
も
の
は
無
明
住
地
で
あ
り
ま
す
。」
と
訳
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
文

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
予
想
以
上
に
難
解
な
も
の
が
あ

る
。
『宝
性
論
』
を
始
め
、
多
く

の
註
釈
類
の
基
本
的
な
理
解
は
、
「
こ

　
　
　

れ
ら
の
三
種

の
地
に
お
い
て

」
を
阿
羅
漢
等

の
三
地

(11
三
乗
位
)
と
み
な
し
、
従

っ
て

「
こ
れ
ら
三
種
の
意
成
身

の

「
こ
れ

ら

」

も

ま

た

阿

羅
漢
等
の
三
位
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
『宝
性
論
』
は
、
最
初
か
ら

こ
れ
ら
三
乗

の
聖
者
を
「無
漏
界
に
安
住
し
た

」

者
と
規
定
し
て
か
ら
論
述
す
る
が
、
既
に
論
じ
た
如
く
、
最
初

は
四
徳

波
羅
蜜

へ
の
四
障

の
第
三
の
生
相
の
み
に
意
生
身
を
充
て
て
お
き
な
が

ら
、
節
末
で

『勝
鬘
経
』
の
上
掲
文
を
引
用
し
た
後
で
は
、
四
障
全
部

を
保
持
す
る
三
乗
者

(「阿
羅
漢

・
独
覚

・菩
薩
」)
全
て
に
意
生
身
を
充

て
て
お
り
、
意
生
身

の
両
義
性
を
暗
示
し
つ
つ
も
放
置
し
た
。
こ
の
意

生
身
概
念

の
適
用
の
矛
盾
的
か
つ
飛
躍
的
変
容
過
程
は
、
実
は
、
『勝

鬘
経
』
に
お
け
る
そ
れ
の
適
用
変
容
過
程
を
そ
っ
く
り
摸
倣
し
た
も
の

で
あ
る
と
推
定

で
き
る
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
『宝
性

論
』
に
お

い
て
は
、
四
障
を
無
漏
縁
起
と
し
て
解
釈
し
、
阿
羅
渓
か
ら

独
覚

へ
、
独
覚
か
ら
菩
薩

へ
の
道
行
き
は
、
必
然
的
な
成
り
行
き
で
あ

り
、
三
者
間

に
実
在
論
的
な
差
異
は
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。

と
こ
ろ

で
、
先
述

の
如
く
、
真
諦
ら
唯
識
系
の
論
者
た
ち
が
取

っ
た

と
予
想
さ
れ
る
複
雑
な
解
釈

の
根
拠
と
も
な
る
べ
き
、
後
半
文
に
対
す

る
第
二
の
読
み
方
は
次

の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
「こ
れ
ら
三
種
の
地
」
の

「こ
れ
ら

(田
=
)」
を
、
原
文
の
最
も

近

い
位
置

(⊥
二
者
の
列
挙
の
最
後
)
に
あ
る

「自
在
力
を
得
た
菩
薩
」

の
み
に
掛
け
て
読
む
。
す
る
と
、
そ
れ
は

「自
在
力
を
得
た
菩
薩
た
る

三
つ
の
地
に
お
い
て
」
の
意
と
な
る
。
こ
れ
は
、
大
力
菩
薩
の
み
の
三

意
生
身
で
あ
る
か
ら
、
九
種
意
生
身
を
菩
薩
十
地
に
あ
て
は
め
れ
ば
、

第
七
、
八
、
九
の
三
地

(も
し
く
は
、
第
八

・
九

・
十
地
の
三
地
)
に
相

当
さ
せ
る
解
釈
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
が
潜

在
的
な
基
盤
と
な
っ
て
、
中
国

の
諸
註
釈
や
聖
徳
太
子
の

『義
疏
』
な

ど
の
、
大
力
菩
薩
11
八
地
以
上
の
菩
薩
説
が
蔓
延
す
る
も
の
と
想
像
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
間

の
経
緯
を
右

の
如
く
説
明
し
た
文

献
を
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
さ
て
、
つ
づ
く

「こ
れ
ら

三
種
の
意
成
身
」
の

「こ
れ
ら
」
も
今

の
読
み
方
に
よ
れ
ば
大
力
菩
薩

を
指
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
後
文

は
結
局
次
の
よ
う
に

読
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

「世
尊

よ
、

〔
三
乗

の
聖
者
位

に
お
け

る
そ
れ
ぞ

れ
三
種

の
意

生
身

(
11
九
種

意
生
身
)

の
中

で
も
、
特

に
、
〕

こ
れ
ら

〔大
力
菩
薩

た
ち
の
〕
三

つ
の
地

に

お

い
て
は
、
こ
れ
ら

〔大
力
菩
薩

た
ち

の
〕

三

つ
の
意
生
身

の
発
生

　
ら

　

と

、

そ

し

て
、

無

漏

業

の
生

と

に

と

っ
て

は

、

無

明
住
地
が

〔基
盤
的
な
〕
縁

(経

の
チ

ベ
ッ
ト
訳

は

張

り
処
)
と
な
る
。」

右
の
如
き
読
み
方
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
真
諦
を
始
め
、
太
子
や

普
寂

の
釈
に
ま
で
連
な
る

一
連

の
発
想
の
契
機

が

一
貫
性
あ
る
も
の
と
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し
て
説
明

さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
言

い
換
え
れ

ぼ
、
以
上

の
、
経
本
文
に
対
す
る
二
種
の
異
な
っ
た
理
解
の
仕
方
が
基

盤
と
な
り
、
両
者
が
さ
ら
に
混
合
し
て
錯
綜
し
た
解
釈
が
立
ち
現
わ
れ

る
結
果
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

特
に
、

こ
の
第
二
の
読
解
法

の
導
入
に
よ
っ
て
、
経
中

の
他

の
思
想

に
対
す
る
理
解

の
道
す
じ
が
拓
け
て
く
る
。
例
え
ぼ
、
右
拙
訳
部

の
後

半
に
お
い
て
は
、
無
明
住
地
は
、
実
は
二
乗

の
聖
者
に
対
し
て
で
は
な

く
、
大
力
菩
薩
の
み
の
所
依
で
あ
る
こ
と
が
経
文
と
し
て
明
言
さ
れ
て

い
る
と
い
う
新
た
な
典
拠
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
す
る
。
原
文

で
は
、
前

半
経
文
を
承
け
る
形
で

(
『
宝
性
論
』
チ

ベ
ッ
ト
訳

の

)
と

あ
る
が
、
経

の
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
そ
れ
を

と

訳

し

て
、

他
の

の
訳
語

と
明
ら
か
に
使
い
分
け
て
い
る
。
両

漢
訳
も
ま
た
、
こ
れ
を

「依
」
(求
)
「所
依
庭
」
(流
)
と
訳
し
、
他
の

「縁
」
と
区
別
し
て
訳
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
右
拙
訳
が
事

実
上
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ひ
と

つ
の
根
拠
と
な
ろ
う
。
こ
の

「縁
」

は
、

い
わ
ぼ

"大
力

の
"

「縁
」
な
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
従
来
の
諸
訳

で
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
、
右
引
用
文
に
続
く

経
文
も
、
以
下

の
如
く
か
な
り
明
瞭
な
意
味
を
帯
び

る
も
の
と
し
て
訳

し
う
る
。

「世
尊

よ
、
〔基
盤

と
な
る
〕
縁

(
11
無
明
住
地
)
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
〔別

の
〕

縁

(
"
無

漏
業
)

が
生

じ

る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
無

明
住
地

は

〔大
力
菩

薩

た
ち

の
〕
三

つ
の
意

生
身
と
、

〔阿
羅
漢
や
独
覚
た

ち

の
〕
縁

("
大
力

の

縁

"
と
通
常

の
縁

の
両
義

)

で

〔
も
〕
あ
る
が
故

に
、
有
愛

住
地
と
名
称

が

相

似
し
て

い
ま
す
。

そ
う

で
は
あ

り
ま
す
が

〔無
明
住
地

は
〕
有
愛
住

地
と

〔全
く
〕
共
通

の
働
き

〔
を
持

っ
た

も
の
と

い
う
わ
け
〕

で
は
な

い
の
で
す
。
世
尊

よ
、
無

明
住
地
は
、
〔厳
密

に
は
〕
四
住
地

と

は
全

く
異
な

っ
て
お
り
、
完
全

な
解

脱
地

に
在

る
者

(6

)

た

る

仏
地

に
よ
っ
て
捨
せ
ら
れ

る
べ
き

〔も

の
〕

で
、
如
来

の
悟

り
の
知
恵

に

よ
っ
て
断
裁
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
す
。
」

そ
れ
に
し
て
も
、
経
は
そ
も
そ
も
何
故
に
、
解
釈
の
両
義
性
を
発
生

さ
せ
る
元
と
な
る
よ
う
な
、

「大
力
」
な
る
形
容
句
を
菩
薩
の
上
に
付

す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
単

に
、
二
乗

の
聖
者
以
上

を
指
す
特
別

の
菩
薩
だ
か
ら
と

い
う
理
由
だ
け
で
は
何
ら
解
決
さ
れ
な

い
。
何
故
な
ら
、
大
乗
仏
教

一
般

の
精
神
に
照
ら
し
て
も
、
菩
薩
の
十

地
が
二
乗
の
聖
者
以
上
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
方
が
、
よ
り
説
得
的

で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
言

の
背
景
に
は
、
あ
る
い
は
、

二
乗

の
聖
者
以
上
が
菩
薩

で
あ
る
と
直
戯
に
は
規
定
し
難

い
現
実
が
あ

り
、
大
乗
は
二
乗
を
離
れ
て
独
立
に
は
在
し
得
ず
、
二
乗
を
包
含
し
た

上
で
の
さ
ら
な
る
高
遙
な
理
念
の
総
称
と
し
て
の
み
宣
言
で
き
る
と
い

う
実
態
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
"
二
乗
方
便

・
一
乗
真
実
"
の

歴
史
的
実
態
は
ま
さ
に
逆
で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
の
発
言
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
経
が
こ
の
部
分
で
菩
薩
に

"
大
力
"

な
る
形
容
を
付
し
た
理
由
は
、
経
本
文
か
ら
推
定
で
き
る
こ
と
を
最
後

に
簡
単
に
指
摘
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
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上
掲
経
文

の
直
前

の
節

(月
輪
本
、

)
は
、
住
地
煩
悩
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
節
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
無
明
住
地
は
、
他
の
四
住

地
と
は
比
較

に
な
ら
な
い

「大
き
な
力

」

を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
注
意
す
べ
き
こ
と
に
、

(チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
明
確
に
、
)
無
明
住
地
は
有
愛
住
地
と
も
呼
ぼ
れ
る
こ

と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
魔
王
パ
ー
ピ
ー
ヤ
ス
が
他
化
自
在
天
の
他
の
ど

の
神
よ
り

も

「力

」
な
ど
が
勝

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
代
表

者

と

さ

れ

る
よ

う

に

、

で

あ

る
。

こ

こ
で

は
、

無

明

住

地

は
、

大

局

的

に
は

「四
住

地

の
中

の

"
大

力

の
も

の
"
」

と

し
て
も
見
ら
れ
、
局
所
的
に
は
、
有
愛
住
地
所
属
の
最
強
の
も
の

(魔

王
)
と
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
小
節
の
み
で
、
無
明
住
地
に

は

「大
力
」
と
い
う
形
容
が
四
回
も
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

後

に
も
無
明
住
地
等

の
諸
煩
悩
が
論
じ
ら
れ
る
節

(月
輪
本
、

)
の
中

で
は
、
も
は
や

「大
力
」
と
い
う
語
は

一
度
も
付
せ
ら
れ
て

い
な
い
。
従

っ
て
、
「大
力
」
の
菩
薩
と
は
、
直
接
的
に
は

「大
力
」
の

無
明
住
地
の
対
極
に
位
置
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
対
応
し
た
存
在
な

の
で
あ
る
。
阿
羅
漢
や
独
覚
は
、
意
生
身
と
し
て
は
共
通
す
る
も
、
「大

力
」
と
は
無

縁
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
意
生
身
と
は
、
四
住
地
煩
悩
論
と

の
対
比
で
い
え
ば
、
有
愛
住
地
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き

よ
う
。

1

『
宝
性
論

』
の
解
釈

に

つ
い
て
は
、
拙
論

「如
来

蔵
思
想

の
無
漏
縁
起
説

(上
)

―

『宝
性

論
』

の
四
障

・
三
雑
染
説

を
め
ぐ

っ
て
―
」

『
東
北
芸
術

工
科

大
学
紀
要
』
第
6
号
、

四
～

二
六
頁
。
ダ

ル

マ
リ

ン
チ

ェ
ン
の

『釈
疏

』

は
、
単

な
る
三
乗
と
解

し
て
い
る
よ
う
だ
。

2

ツ
ォ

ン
カ

パ
に
よ

っ
て
も
、
「自
在
力
を
得
た
菩
薩

」
と

は
ア
ー
ラ
ヤ
識

の
存
在

し
な

い
第

八
地
以
上

の
菩
薩
と
さ
れ

る
。

ツ
ル
テ
ィ
ム

・
ケ
サ

ン
・

小
谷
信

千
代
共
訳

『
ア
ー

ラ
ヤ
識
と

マ
ナ
識

の
研
究
』

3

『楞

伽
経
』
に
は
、
三
種

の
意
生
身
を
第
三
地
以
上

の
菩
薩

に
配
当

す
る

説
が
見
ら
れ
る

。

な

お

、

拙

論

「
マ
ナ

ス

の
ト
リ
ッ
ク

ス
タ

ー
性

(II
)
―
意
生
身

の
系
譜

と

『樗
伽
経

』
―
」
『東

北
芸
術
工
科
大
学
紀
要
』
第
5
号
、

参
照
。

4

経
自
体

の
チ

ベ
ッ
ト
訳

に
は

が
存
す

る
が
、

『宝

性
論
』

の
チ
ベ
ッ

ト
訳

(デ

ル
ゲ
版

)
に
は
欠

如
し

て
い
る
。
中
村
瑞
隆

校
訂
本
を
見

る
と
、

こ

の

は
ペ
キ

ン
版
、
ナ

ル
タ

ン
版

で
は
、

次

の

「
こ
れ
ら
三

つ
の
意
生
身
地

を
生
起

し
」

に
移

動
し
た

よ
う

で
あ

る

O

5

こ
の
変

則
的
な
文

に
よ
れ
ば
、
無
漏
業

の

と

は
、
無
明
住

地
を
縁

と
す

る
そ

の
発
生
と

い
う
解

釈

の
他

に
、

恐
ら
く
、

阿
羅
渓
と
独

覚

の
、
大
力
菩
薩

へ
の
再
生
或

い
は
完
成
を
同
時

に
意
味

す

る
。
そ
し
て
、

真

の

(狭
義

の
)
意

生
身

は
大
力
菩
薩

の
み
で
あ
り
、

二
乗

は
無
漏
業

に

よ
る
業

生
身

で
あ

る
こ
と
が
含
意
さ
れ

て
い
る
よ
う

に
思
う
。

6

こ

の

も
こ

こ
で
は
同
格

の
意

に
解

し
た
。
が
、
も

し
こ
れ
を

と

解

せ
ぼ

「完
全
な
解

脱
地
」

と

「仏

地
」
が
別
物

と
な
り

、
前

者

に
ま
た

し

て
も
複

雑
な
解
釈
規
定
が
施
さ
れ
る
余
地
が
生
じ

る
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

『勝

鬘
経
』
、
大
力
菩
薩

、
意

生
身
、
無

明
住
地

(東
北
芸
術
工
科
大

学
教
授

・
文
博
)

274


